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CreateGlobal ^%DM の使用による

National Language Support (NLS) の照

合の設定

このドキュメントは、Caché で NLS と連動して使用するために修正照合でグローバルを作成する方

法を説明します。

Caché 4.1以降、新規に作成されたグローバルの照合は、グローバルが作成されたデータベースの

既定の照合に自動的に設定されています。データベースが作成されるとき、データベースの既定の

照合をCaché標準か、システムにインストールされている照合のうちの1つに設定することができま

す。データベースの既定の照合が一度設定されると、このデータベースで作成されたすべてのグ

ローバルは、この既定の照合で作成されます。

データベースで作成されたすべてのグローバルは、データベースの既定の照合を持つので、Caché

もこの振る舞いをオーバーライドする機能をサポートします。これを行うには、CreateGlobal^%DM

ルーチンを使用して、希望の照合でグローバルを作成します。

CreateGlobal^%DM(ns,global,collation,protect,journal,keep,ptrblk,growthblk)

以下を示します。

• ns— ネームスペースを指定します。 “""” は現在のネームスペースを示し、 “^^directoryname”

は特定のディレクトリを参照します。

• global— ^cz2 などの、先頭に “^” を含むグローバル名を指定します。

• collation— 照合を指定します。照合は、サポート対象の照合のうちのどれか 1 つです。

• protect— グローバルに対する保護属性を指定します。既定の保護 (RWD,N,N,RWD) は 195

です。通常、このパラメータは指定しません。

• journal— 構成マネージャの [詳細] タブの [ジャーナル・モード] で選択グローバル・オプション

が設定されている場合、グローバルがジャーナルされるかを指定します。0の場合、ジャーナル

を実行せず、1 の場合は実行します。通常、このパラメータは指定しません。

• keep— グローバルが削除されるときに、グローバルのディレクトリ・エントリを保持するかどうかを

指定します。1 に設定すると、グローバルが削除されるときに照合、保護、およびジャーナル属

性を保持します。通常、このパラメータは指定しません。

• ptrblk— ポインタの開始ブロックを指定します。通常、このパラメータは指定しません。

• growthblk— データの開始ブロックを指定します。通常、このパラメータは指定しません。
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グローバルが他のグローバルとは異なる照合を必要とする環境では、インターシステムズはデータ

ベースを異なる照合ごとに設定することをお勧めします。そうすれば、必要な照合を持つデータベー

スに各グローバルをマップするグローバル・マッピングをネームスペースに追加することができます。

このメソッドによって、CreateGlobal%DMAPI を使用したアプリケーション・コードを変更することなく、

照合を混合して使用することができます。

注釈: Cachéの従来のバージョンでは、新規に開発されたグローバルは、そのグローバルを作成

するプロセスの既定の照合を持ちます。照合設定のこのメソッドは、現在はサポートされて

いません。

1 サポート対象の照合

以下は、CreateGlobal^%DM ルーチンの照合引数で使用される、Caché でサポートされている照合

です。

• 5—Cache standard

• 10—German1

• 11—Portuguese1

• 12—Polish1

• 13—German2

• 14—Spanish1

• 15—Danish1

• 17—Greek1

• 18—Czech1

• 19—Czech2

• 20—Portuguese2

• 21—Finnish1

• 22—Japanese1

• 23—Cyrillic2

• 24—Polish2

• 26—Chinese2
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